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臨時レポート

メイ英首相総選挙表明
投資情報室
（審査確認番号H29-TB32）

英国のメイ首相は6月8日に解散総選挙を実施する意向を表明しました。解散には下院議会（定数650）の3分
の2の434議席以上の賛成が必要ですが、与党保守党（330議席）に加え、最大野党労働党（229議席）の賛成
票などを合わせ、522票で19日に可決されました。
メイ首相が従来の総選挙スケジュールである2020年から前倒し総選挙を決断した背景は、「高い支持率を追い
風に政権基盤を固めるチャンスが到来した」との判断があったと見られます。
現状の与党保守党議席数は、かろうじて過半数に達している程度であり盤石ではないため、総選挙の結果、さ
らに議席数が増えれば、Brexit交渉の最終合意に対しての議会承認の可能性が従来より高くなると思われます。
この場合「期限内合意に至らないままでのEU離脱」という最悪シナリオを回避する一助にはなると見られます。
ただし、総選挙の結果、メイ首相の対Brexit交渉の自由裁量権が拡大したとしても、それはEU側の英国に対す
る譲歩余地を広げるものではないと思われます。貿易・通商協定に関する交渉開始条件を「EU予算分担金の清
算」とするEUとのスタンスの違いで、交渉開始前から波乱含みの状況を踏まえると交渉難航必至と見られます。

政権基盤安定はメイ首相のBrexit交渉の自由裁量権拡大要因
 英国のメイ首相は6月8日に解散総選挙を実施する意向を表明。
 Brexit（英国のＥＵ（欧州連合）離脱）交渉を前にメイ首相は政権基盤の安定を目指す。

出所）各種報道資料を基にニッセイアセットマネジメントが作成

図表2：最新世論調査「支持政党」

図表1：与野党の主張

図表5：下院議会議席構成

図表3：最新世論調査「首相に最適なのは誰？」

図表4：最新世論調査
「Brexit交渉に最適な政党は？」
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4月5日～6日 4月12日～13日

メイ首相 49% 50%
コービン労働党党首 16% 14%
不明 35% 36%

2月27日～28日 4月12日～13日

保守党 30% 34%
労働党 10% 9%
自由民主党 7% 7%
イギリス独立党 10% 10%
その他 3% 3%
無し 12% 11%
不明 28% 26%


